





















































































































留学中，大英博物館で，ある展覧会がありました。2007年に開催された Crafting Beauty 
in Modern Japan，「わざの美」と訳されていた展覧会です。
わざの美展は日本工芸会の主催する日本伝統工芸展をもとにした展覧会で，会期中多くの
人間国宝の先生方の作品や，その先生方のデモンストレーションなどがありました。海外で
工芸というと，茶道具のようなものを中心に理解されている方たちが多かったのですが，茶
道具ばかりでない，さまざまな日本陶磁器の側面や，日常生活の中で使える美術品としての
日本工芸は訪れた人々の意識を大きく変えたようです。
漆芸，竹芸，截
きり
金
かね
の人間国宝の先生方によるワークショップや，関連して，別会場では，
生け花の展示も行われ，毎回会場は大入り満員となっていました。彼らの興味を引き付けた
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のは，これらの展示品がすべて「使える」ということです。西洋では，美術館で鑑賞される
美術品といえば，絵画や彫刻です。陶磁器や織物，木製品など，日常生活の中で使うものは
クラフトであり，アートよりは一段下に見られがちです。でも，こういった美しい，使える
作品を作る人が人間国宝となって保護され，その作品を現代人が実際に使うことができると
いうことに，海外の方たちは大きな衝撃を受けていました。
文化というものは生活の中に息づいてこそ文化といえると私は思います。私は着物を 1か
月に 1～2度は着る習慣がありますが，今は着物を全く着ないとか，よほど特別なお祝いな
どでないかぎり着ないという日本人がたくさんいます。親が着物を着ないので子どもも着物
を着なくなりますし，親が和菓子を食べなければ子どもも和菓子を食べなくなります。文化
は人々の生活とともに生き，変化し続けるものであり，その動きが止まった時点で形式化し
死んでしまいます。現代社会の生活の中に取り入れ，生かしていかなければ，日本文化は
次々と過去の遺物になってしまいます。
心游舎の活動
それを防ぐために，今，私たちは何ができるでしょうか。その答えとして生まれたのが心
游舎という団体です。心游舎は日本の未来を担う子どもたちに，本物の日本文化に触れる機
会を提供し，生活の中に取り入れるきっかけを提供するさまざまなワークショップを神社や
お寺で開催しています。
かつて日本の神社やお寺は，多くの文化人が集い，さまざまな文化の発信拠点であった場
所でした。今では冠婚葬祭や観光でしか行かないような非日常の場になってしまっています。
その神社やお寺を，子どもたちがもっと気軽に集まり，共同体で育児ができる場所に戻すと
いうのが，心游舎の目的の一つです。心游舎の活動の中心は，子どもたちが生きた日本文化
をみずから体験することのできるワークショップの主催です。
祭り，伝統芸能，工芸など，日本文化の本当のよさや魅力は，鑑賞することではなく，体
験・体感することによって伝わるものだと思うからです。では，ここ最近開催しましたいく
つかのワークショップをご紹介したいと思います。
こちらは竈門神社という，太宰府天満宮のちょっと奥にある，お山の神様をおまつりした
神社なのですが，こちらで「神様からのおくりもの」と題しまして，かまどでごはんを炊い
てみんなで食べるというワークショップを企画いたしました。有田の陶芸家の辻さんにいら
していただきまして，実際に福岡で採れたお米を福岡のお水で炊いて，福岡ではありません
けども九州の器でみんなでいただくというワークショップでした。
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やはり地産地消といいますか，その土地で採れたものを，その土地のお水で炊いて，その
土地の器でいただくというのが一番のぜいたくであり，それが一番栄養もあって，理にかな
っていると思います。神様の火を使って，お釜でごはんを炊かせていただき，みんなでその
お供えのお下がりをいただくという形でワークショップを行いました。
梅干しだけというすごく素朴なおかずしかなかったのですけれども，1升以上炊いたご飯
は，あっという間に空になりまして，子どもたちが，終わったあとに，このお米を持って帰
りたいといって，配給のようにお米の袋の前に列をなして並んでくれたのは，われわれもう
れしいことでした。
また，東北で東日本大震災の復興支援のために 3県を回らせていただいて，毎年，ワーク
ショップをさせていただいております。今年は陸前高田の今泉天満宮の中にある図書館でふ
っくら布ぞうり作りのワークショップを行いました。
現地の被災された方たちが，何か夢中になれることをしたい，と被災地で暮らされる中で
手仕事で始められた布ぞうり作りを，みんなで経験させていただきまして，思いを込めると
いうことの大切さをみんなで知ってもらいました。
また，子どもたちに伝えていくことももちろんなのですが，大人向けのイベントも開催さ
せていただいております。
いくら子どもたちが日本文化に触れたいと，歌舞伎を見たいとか，漆の器でごはんを食べ
たいといっても，親御さんたちが，そんなのもったいないとか高すぎるとか言ってしまうよ
うでは，せっかくの子どもたちの興味の芽が摘まれてしまうことになりますので，大人に向
けても同じように理解していただけるように，講演会やワークショップなどを企画しており
ます。では，ここで，この活動の内容をまとめた DVDがありますので，少しご覧いただき
たいと思います。
（映像）
伝統／伝燈
ありがとうございました。ご覧いただいてお分かりになったかなと思うのですけれども，
子どもたちが本当に楽しそうに参加してくれています。毎回，ワークショップが終わると，
楽しかった，また来たい，次は何するの？ などと声をかけてくれます。楽しかった思い出
は記憶に残ります。
今は，それが何だったのか分からなくても，5年後，10年後に，その記憶の種が芽を出し
て，ごはんをおくどさんで炊いたなとか，あのワークショップを通して，白米食べなかった
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けど食べるようになったなとか，そんなことを思い出してくれたらいいなと思っています。
その楽しかった思い出を大切にすることが，日本文化を大切にすることへとつながってい
ます。いつ芽が出るか，もしかしたら一生芽を出さない種かもしれませんが，未来の日本の
ために，この記憶の種を子どもたちの心にまく作業を，心游舎の活動を通して続けていきた
いと思っています。
皆様，よくご存じの「伝統」ということばがあります。この伝統の統という字は，代々受
け継がれて一つになっているという意味で，「血統」ということばに使いますとおり，一本
の線という意味です。もともとは，この伝統ということば，ともし火を伝えるという意味の
「伝燈」であったといわれています。
この伝燈というのは，比叡山延暦寺に不滅の法灯というのがあります。今まで一度も絶や
されることなく，ずっと灯し続けられてきた，この不滅の法灯ですが，お坊さんの世界で，
師匠から弟子にともし火を伝えていくことが伝燈と言われます。この不滅の法灯を伝えるよ
うに，ともし火を脈々と伝えていくことが伝燈というふうにいわれています。
このともし火を伝えていき続けることで，それが一本の線になって，伝統，右のほう（伝
燈）の伝統になるということです。油断大敵ということばがありますけども，これは，この
不滅の法灯を絶やさずに，ずっと守っていくために，油を絶やしてはいけませんという意味
です。
明らけく　後の仏の御世までも　光りつたへよ　法のともしび，というお歌があります。
このように，今，伝統というものが失われてしまうことがたくさんあります。簡単なほうへ，
便利なほうへと，どんどん流れていってしまうような今の世の中ですけれども，その伝えら
れてきたものにどんな意味があるのかというのを，いま一歩立ち止まって考えてみることと
いうのが必要なのではないかなというふうに思っております。
師匠から弟子にともし火を伝えていくように，われわれもたくさんの方たちに，日本文化
のともし火を伝えていきたいなというふうに思っております。本日は長時間にわたりまして，
ご清聴ありがとうございました。
（あきこ　じょおう　　学習院大学国際研究教育機構客員研究員）
